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ロ
ー
タ
リ
ー 

理
解
推
進
月
間 

新
春
夜
間
例
会 

平
成
21
年
１
月
８
日
（
木
） 

 

於 

料
理
旅
館 

わ
た
な
べ 

会
員 

65
名 

出
席
計
算
数 

56
名
中
45
名
出
席 

出
席
率
80
・
36
％ 

前
々
回
出
席
率
93
・
65
％ 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

横
内 

 
恭
・
岩
崎 

征
一 

 

春
日
井
和
良
・
佐
藤 
 

彰 

丹
下 

信
義
・
佐
々
木 

功 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

岡
村 

隆
徳
・
柴
岡 
正
将 

鬼
頭 

茂
成
・
上
山 

和
彦 

小
島 

雅
尚
・
前
田 

隆
久 

高
木 

政
義
・
近
藤
宏
一
郎 

川
畑 

博
敬 

 
 
 
 
 
 

新
年
明
け
ま
し
て
あ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
原 

敏
正 

浅
野 

 

彰 

太
田 

 

裕
・
吉
田 

明
夫 

横
井 

 

衞
・
内
藤 

 

明 

新
沼 

 

操 
 
 
 
 
 
 

年
賀
状
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

観
永 

当
館
ご
利
用
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

渡
辺 

剛
男 

昨
年
の
暮
れ
は
引
越
し
や
、
女
房
の
病
気
や

ら
で
忙
し
く
休
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

湯
山 

淳
三

会
葬
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

小
澤 

幸
男 

 

親
睦
活
動
委
員
長
挨
拶 

 
 

照
井 

 

栞 

       

新
入
会
員
挨
拶 

                
 
 

ロ
ー
タ
リ
ー
理
解
推
進
月
間 

平
成
21
年
１
月
15
日
（
木
） 

於 
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

65
名 

出
席
計
算
数 

55
名
中
45
名
出
席 

出
席
率
81
・
82
％ 

前
々
回
出
席
率
100
・
00
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 
 
 
 

ラ
ウ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
さ
ん 

米
山
記
念
奨
学
生 

  
 

徐 
 

冬
梅
さ
ん 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ 

      

グ
ン
テ
ィ
ダ
ー
（
グ
レ
イ
ス
）
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

今
年
も
明
る
く
楽
し
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
。

年
間
６
㎏
減
量
し
ま
す
。 

 

荻
巣 

賢
二 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木 

基
仁 

 

吉
田 

隆
彦
・
杉
本 

英
夫 

明
日
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

勝
彦 

本
日
卓
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

酒
井 

 

修
・
太
田 

 

裕 

久
し
振
り
に
例
会
に
出
席
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
村 

光
徳 

誕
生
日
で
す
。 

 
 
 
 
 

小
澤 

幸
男 

誕
生
月
で
す
。 

 
 
 
 
 

横
井 

 

衞 

 

湯
山 

淳
三
・
内
藤 

 

明 

先
週
の
新
年
会
で
の
肝
心
の
締
め
で
下
手
を

し
ま
し
た
。
失
礼
致
し
ま
し
た
。 

明
日
の
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
頑
張
り
ま
す
。

オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
、
初
練
習
デ
ビ
ュ
ー
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 春

日
井
和
良 

い
つ
も
感
謝
、
家
内
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
原 

敏
正 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 
 

堀
江 

英
弥 

奥
さ
ん
の
誕
生
月
で
す
。 

 

小
林 

昭
喜

昨
日
41
回
目
の
結
婚
記
念
日
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

与
則 

来
月
は
妻
の
誕
生
日
で
す
。 

前
田 

隆
久

近
藤
宏
一
郎
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

観
永 

 

会
長
挨
拶  

 
 
 

会
長 

小
澤 

幸
男 

 

こ
こ
数
日
氷
点
下 

の
朝
が
続
い
て
い
ま 

す
。
風
邪
等
病
気
に 

な
ら
な
い
よ
う
お
体 

に
気
を
付
け
て
く
だ 

さ
い
。 

今
日
は
丑
年
生
ま
れ
の
方
に
抱
負
を
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

現
代
で
「
深
刻
化
す
る
ネ
ッ
ト
中
傷
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
韓
国
の
女
優
が
中
傷
に
よ
り

自
殺
し
た
件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

現
在
ネ
ッ
ト
上
に
は
膨
大
な
意
見
が
書
き

込
み
出
来
る
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に

名
前
も
表
さ
ず
意
見
を
書
き
込
む
こ
と
が
出

来
、
そ
れ
が
真
実
か
ど
う
か
も
検
証
せ
ず
に

中
傷
、
非
難
、
偏
っ
た
意
見
、
時
に
は
社
会

主
義
国
の
情
報
機
関
か
ら
の
見
る
に
耐
え
な

い
妨
害
意
見
な
ど
が
沢
山
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
新
聞
は
必
ず
裏
を
取
っ
て
紙
面
に
載

せ
る
と
言
う
こ
と
を
記
者
の
友
人
か
ら
聞
き

ま
し
た
。
放
送
局
は
生
の
と
き
は
裏
を
取
ら

な
く
報
道
す
る
こ
と
も
あ
る
が
個
人
の
判
断

だ
け
で
報
道
し
な
い
と
の
事
で
す
。 

 

ネ
ッ
ト
で
は
個
人
の
意
見
で
書
き
込
ま
れ

ま
す
の
で
時
々
ブ
ロ
グ
上
で
論
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
最
近
見
た
の
で
面
白
か
っ
た

の
は
、昔
、写
真
を
撮
る
の
に
絞
り
を
決
め
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
決
め
て
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
二
つ
と
も

気
に
か
け
な
く
て
も
カ
メ
ラ
が
自
動
的
に
露

出
を
決
め
て
く
れ
る
写
真
機
が
出
来
、「
バ
カ

チ
ョ
ン
カ
メ
ラ
」
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
「
バ
カ
チ
ョ
ン
」
が
差
別
用
語
だ
と
云

う
こ
と
で
放
送
禁
止
用
語
に
も
な
り
、
最
近
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は
あ
ま
り
使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

件
に
つ
い
て
も
、
現
在
も
論
争
が
ネ
ッ
ト
上

で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
度
、
論
戦

を
見
て
み
て
下
さ
い
。 

 

年
男
年
頭
所
見 

耳
順
の
年 

 
 
 
 
 
   

太
田 

 

裕 

昭
和
二
十
四
年
生
れ 

で
す
の
で
、
今
年
は
五 

回
目
の
丑
年
で
、
年
男 

で
還
暦
で
す
。 

論
語
で
、
六
十
才
を 

「
耳
順
」
の
年
と
言
う
そ
う
で
す
。
ち
な
み

に
、
十
五
才
を
「
志
学
」
の
年
。
三
十
才
を

「
而
立
」
の
年
。
四
十
才
を
「
不
惑
」
の
年
。

五
十
才
を
「
知
命
」
の
年
。
七
十
才
を
「
従

心
」
の
年
。
と
論
語
で
は
言
う
そ
う
で
す
。 

 

孔
子
様
は
、
六
十
才
で
人
の
話
を
素
直
に

聞
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、

年
だ
そ
う
で
す
が
、
た
ぶ
ん
孔
子
様
と
も
あ

ろ
う
方
だ
か
ら
、
世
の
中
の
こ
と
は
全
て
解

っ
て
し
ま
っ
て
誰
の
話
し
を
聞
い
て
も
耳
新

し
い
話
は
無
い
よ
と
、
言
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

私
も
、
そ
う
言
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

い
つ
か
は
。 

 

年
頭
所
見 

 
 
 
 
 
 
 

酒
井 

 

修 

私
は
、
昭
和
24
年 

６
月
19
日
生
ま
れ
の 

丑
年
で
す
。
当
ク
ラ
ブ 

で
２
回
目
の
年
男
年
頭 

所
見
で
す
。
初
回
は
入 

会
し
た
年
の
入
会
２
、
３
回
目
の
例
会
で
年

男
年
頭
所
見
を
さ
せ
て
頂
い
た
記
憶
で
す
。

入
会
し
て
12
年
間
皆
様
方
の
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
、
何
と
か
当
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
在
籍
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
も

っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
60
歳
、還
暦
と
な
る
わ
け
で
す
。私
、

一
人
息
子
が
32
歳
で
ま
だ
独
身
、
孫
は
い
ま

せ
ん
し
、満
年
齢
で
は
ま
だ
半
年
先
の
こ
と
、

会
場
を
見
渡
し
ま
し
て
も
還
暦
を
過
ぎ
た
元

気
な
諸
先
輩
ば
か
り
で
す
の
で
、還
暦
と
は
、

単
な
る
通
過
点
、
心
は
常
に
50
代
、
元
気
な

諸
先
輩
を
見
習
い
一
日
も
多
く
当
ク
ラ
ブ
へ

参
加
で
き
ま
す
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

建
築
設
計
事
務
所
と
し
て
個
人
企
業
と
し

て
独
立
し
て
38
年
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を

加
え
る
と
42
年
間
建
築
設
計
に
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
の
「
株
式
会
社
酒
井
新

設
計
」
と
し
て
錦
三
丁
目
で
22
年
目
と
な
り

ま
し
た
。 

昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
ト
ヨ
タ

シ
ョ
ッ
ク
、
今
年
は
大
変
厳
し
い
年
と
成
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
当
社
も
総
合
的
に
判
断
し

て
、
今
年
は
変
革
の
年
と
決
め
、
最
初
の
行

動
と
し
て
事
務
所
の
所
在
を
新
た
に
し
ま
す
。

詳
細
は
後
日
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
新

た
な
環
境
で
、
新
た
な
発
想
で
、
新
た
な
感

性
で
今
後
と
も
建
築
設
計
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
仕
事
が
趣
味

の
人
間
で
す
。
一
生
現
役
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
支
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
年
頭
所
見
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

還
暦
の
主
張 

 
 
 
 
 
 

山
口 

正
孝 

私
の
ふ
る
さ
と
は
福 

井
県
勝
山
市
で
す
。
名 

古
屋
に
来
て
大
学
卒
業 

後
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を 

７
年
や
り
、
そ
の
後
会 

社
を
創
業
し
て
約
30
年
に
な
り
ま
す
。 

福
井
を
出
て
く
る
と
き
、
目
的
や
何
か
志
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、 

「
青
年
を
、
大
志
を
も
て
・
・
・
」
を
子
供

の
こ
ろ
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。 

米
誌
「
フ
ォ
ー
ブ
ス
」
の
中
で
、
現
在
中

国
の
銀
行
業
界
に
金
融
破
綻
を
回
避
す
る
法

を
助
言
し
て
い
る
八
城
政
基
氏
は
、「
中
国
人

か
ら
日
本
人
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
大
き
な
志
を
持
つ
と
い
う
こ
と
だ
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。 

年
末
年
始
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

派
遣
労
働
者
は
、
長
ら
く
の
豊
か
さ
の
中
で

我
が
儘
を
通
し
た
結
果
だ
と
思
う
。 

私
は
言
い
た
い
。
目
的
や
志
を
持
っ
て
自

分
の
人
生
を
大
切
に
せ
よ
と
。 

＊
「
年
男
年
頭
所
見
」
後
半
は 

 

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

ラ
ウ
ラ
・ 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ 

     
 
 
 
 
 
 
 
  

ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
ご
両
親 

よ
り
、
可
愛
ら
し
い
お
家 

の
箱
に
入
っ
た
ド
イ
ツ
菓 

子
の
贈
り
も
の
が
届
き
ま 

し
た
！ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

 

米
山
奨
学
生
挨
拶 

 
 
 

徐 
 

冬
梅 

    

                                

１
月

29
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
第
５
条
第
１
節
に
よ
り
休
会 

２
月
５
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

２
月
３
日
（
火
） 

節
分
例
会 

 
 

於 

大
須
観
音 

                                    

広
報
委
員
会 

杉
本 

英
夫 

・ 

木
村 

光
徳 

加
藤
巳
千
彦 

・ 

佐
々
木 

功 

夜間例会ということで、「田酒
でんしゅ

」・

「喜久泉」・「里の曙」など…、銘酒

や、希少な焼酎が用意され、呑み

比べを楽しみました。 

「お年玉大抽選会」では旅行券

や宝くじなどが新年早々幸運な 

方たちに贈られました。 


